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後輩たちへのエール！  その３５ 

                    ２０２０年６月２日 

英単語帳「ワードクエスト」への思い 
◇今回は、清水孟彦さん（九州大学共創学部）の活動報告です！                  

  

こんにちは。九州大学共創学部３年、関高７０回生の清水孟彦と申します。関高の一番の

思い出は、柔道部で１９年ぶりの東海大会出場を果たしことと、全国教育模擬国連大会に参

加したことです。大学生活については、すでに「夢を追う卒業生」第１４号で紹介していま

すので、ぜひそちらをお読みください。 

https://school.gifu-net.ed.jp/seki-hs/graduate/pdf01/H30yumeou14.pdf 

 

さて、今回、私がみなさんにお話しするの

は、「上級レベル英単語帳 ワードクエスト」

についての報告です。この単語帳づくりは、

九州大学の内田諭（さとる）准教授の呼び

かけで始まりました。ワードクエストは、

「大学生による大学生のための英単語帳」

です。呼びかけに応じたのは共創学部の学

生を中心に２５名。２０１８年１２月に着

手し、２０２０年５月に完成したばかりで

す。この間、私は編集委員会のリーダーを

務めました。https://kup.or.jp/booklist/hu/language/1287.html 

 

私がこの単語帳づくりに参加した理由は２つあります。 

１つ目は、英語の語彙力を向上させたいと思ったからです。大学の授業で、英語で文献を

読んだり、文章を書いたりする時に自分の語彙力の低さを痛感しました。また、大学生にな

って、周りの多くの人は英語の学習を辞めてしまい、せっかく受験勉強で得た語彙力を落と

してしまっています。これは、とてももったいなく、多くの人が、大学受験で得た語彙力を

落とすことなく、伸ばしてほしいと思いました。そのため、大学受験で学んだ単語の復習に

も使えてかつ語彙力を上げられる単語帳を作ろうと決心しました。 

 ２つ目は、自分で英単語帳を作りたかったからです。私は、大学の受験勉強の時に、英語

の語彙力を伸ばすために、シスタンなどの市販の単語帳に載ってない単語も自分でノート

にまとめて、オリジナルの単語帳を作っていました。この経験を通して、「こんな単語とか

も単語帳に載せたらいいのに」とか「この単語も知っておくと絶対に役に立つだろう」など、

https://school.gifu-net.ed.jp/seki-hs/graduate/pdf01/H30yumeou14.pdf
https://kup.or.jp/booklist/hu/language/1287.html
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既存の単語帳に対して様々な思いを持って

いました。そのため、今回のプロジェクトの

お誘いをいただいた時は、この経験を生かせ

る、自分がかつて考えていた理想の英単語帳

を作れると思い参加しました。 

 単語帳を作っていく中で、最初はただ難し

い単語を載せていました。しかし、大学受験

が終わった人にとって、それだけでは単語帳

を読む動機が足りないと思い、「単語を覚え

る過程で読者に世界の様々な情報を届けら

れる単語帳」を作りたいと考えました。 

 

単語帳づくりにあたっては、大学生で読む

ことを推奨される学術書や市販の英単語帳

約４０冊の中から、これまでの留学などの実

体験から単語を選定し、大学入試に求められ

る単語よりも難しい単語を掲載しました。 

掲載順もアルファベットや難易度ではあ

りません。より楽しみながら勉強できるよう

に工夫してあります。ワードクエスト内の英

単語は、「学術」「ＳＤＧｓ」「留学」というカテゴリーで分類し、実際に必要になる場面に

応じて学習できます。「学術」セクションは、社会的課題を整理するために役立つ５つのサ

ブセクション（国家と地域、地球・環境など）にさらに分類してあります。ＴＯＥＦＬなど

の試験対策にもなります。「ＳＤＧｓ」セクションは国連が定めた「持続可能な開発目標（Ｓ

ＤＧｓ）」のそれぞれのゴールごとに単語を掲載しています。「留学」セクションは、実際に

海外に行くことを想定し、「授業」から「恋愛」まで幅広い場面に対して、会話形式で英語

表現を覚えることができます。単語以外の点でも、２年前まで実際に単語帳を使っていた経

験を生かして、見やすいイラストや覚えやすい単語の配置等にこだわりました。 

私たちの工夫の実例を具体的にあげてみます。たとえば，「移住する」などの意味のある

ｍｉｇｒａｔｅ の欄では、在留外国人数が日

本の総人口の約２％にあたるという２０１８

年の統計を示し、「働き手不足のため、１９年

２月に新たな在留資格を設けた」と、現在の情

報を交えて記述しました。ほかにも、比較的あ

たらしい造語であるＥｄＴｅｃｈ について

は、「教育現場にタブレット端末などの先端テ

クノロジーを導入するサービスの総称」との

説明をつけ加えています。 
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大学生はもちろん、社会人の方々やこれから社会に出ていく高校生にとっても刺激にな

る単語帳になっています。ぜひ、ワードクエストを使って、「英語を学ぶとともに、英語で

世界の社会について学ぶ」ことを楽しんでください。 

 英語が使えることは全ての人にとってメリットになると思います。これまでは、海外で働

きたい人、海外の友達がほしい人などに限定されていたため、日本で働きたい人にとって

は、不要のものでした。しかし、インターネットが発達し情報が溢れている今日の社会にお

いて、日本語だけではなく英語も使えるというのは、日本語だけ使える時に比べると、より

多くの情報を得ることができます。これは日本で働く人にとっても当てはまります。ぜひ多

くの皆さん、特に同世代の方々には英語へのアレルギーをなくしてもらって、英語を活用し

てほしいと思います。 

 

 高校生にとっても「ワードクエスト」の「ＳＤＧｓ」セクションは、ＦＲＨ活動や進路決

定に役立つと思います。国連や社会課題に興味がある人におすすめです。また、高校生の間

に留学で海外へ行く人は、「留学」セクションを読んで、英語の会話の雰囲気を味わってほ

しいです。しかし、この単語帳は大学受験用の単語帳と比べると、全体的にレベルが高いの

で、高校生の皆さんはまずは大学受験用の単語帳を使って基礎をつけることをお勧めしま

す。 

 最後に、高校生のみなさんに一言述べたいと思います。

私は、大学に進学して２年が経った今ですが、高校時代に

必死に受験勉強をしてよかったなと思っています。同時に、

大学に入って、高校時代に学べたこと、知った世界は本当

に狭いんだなとも思いました。ぜひ、高校生の皆さんには、

視野を狭めることなく今できることを精一杯やってほしい

と思います。視野を広げることは、選択肢を増やし、将来

に希望を持たせます。しかし、その選択肢を選ぶことや将

来の目標を達成するためには、今での勉強が不可欠です。

ぜひ、人生で一回しかない高校生活を楽しんで、有意義な

ものにしてください。そして「ワードクエスト」を使って

いただけると、とてもうれしいです！！ 


